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今後の人口動態について
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第３回地域医療構想及び医師確保計画に関するＷＧ（R4.3.2）資料１より
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第３回地域医療構想及び医師確保計画に関するＷＧ（R4.3.2）資料１より



出典：和歌山県調査統計課『国勢調査結果の時系列データ』、社会保障・人口問題研究所『日本の地域別将来推計人口（平成30（2018）年推計）』

人口減少と後期高齢者の増加は確実に起きる（和歌山県の将来推計人口）

○既に「０～14歳」、「15～64歳」の人口（数）は減少
○「65～74歳」の人口（数）は今後減少
○後期高齢者「75歳以上」の「割合」は増加が続く
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県人口
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（1,081）

推計値

（1,035）
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75歳以上人口の「割合」は増加が続く

65～74歳人口の「割合」は横ばい
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新宮医療圏の人口推計と高齢者割合（推移：2020～2045）
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2030年以降全ての世代で人口が減少。
2040年の65⁻74歳の減少が緩やかなのは、第2次ベビーブームの
影響。

特 徴
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出典：厚生労働省「医療計画作成支援データブック（令和３年度版）」

将来、人口減少が進む中で、高齢化率が増加すると、身体が不自由な方が増え、
病院へすぐに受診できない人が増加。厚労省の推計によると、
「新宮医療圏」の外来・入院・在宅の患者数のピークは次の通り。
▶ 外来：2015年以前（ピークアウト）
▶ 入院：2015年以前（ピークアウト）
▶ 在宅：2035年

今 後

（人）

新 宮 医療 圏
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